
監修 兵庫県農政環境部農林水産局農地整備課
発行 兵庫県多面的機能発揮推進協議会 兵庫県土地改良事業団体連合会

　今年度もコロナ禍ではありましたが、農地や水路、さらには美しい景観、豊かな生きもの、綺麗な水を守

り育む地域ぐるみの活動が県下各地で熱心に行われました。

　また、11月には、14回目となる「ひょうご水土里のふるさとフォーラム」が開催された他、12月～1

月にかけては活動組織研修会が開催され、多くの活動組織関係者が参加されました。

　今号では「ひょうご水土里のふるさとフォーラム」や「活動組織研修会」の記事を中心に掲載しています。

第14回ひょうご水土里のふるさとフォーラム

優良事例地区の取組を紹介

活動組織研修会 /お知らせ

お知らせ /編集後記
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ひょうご農地 ・ 水ニュース ( 第 25 号 )　令和 4年 3 月

ニュース･水農地ひょうご

ＩＤ ： @967ylkis

是非ご登録ください！
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　第１ 4 回目となる本年度は、地域内外や世代間交流など

関係人口の拡大による持続可能な農村社会の実現に向け、

「ひろげよう、交流の輪」をテーマに開催しました。

　新型コロナウイルス感染防止対策のため、入場者数を定

員の半数以下である約 300 名に制限し、受付での検温・

消毒を徹底して開催しました。

　主催者として西村会長より、「兵庫県は全国の中でも農地水保全活動を積

極的に行っており、活動を継続するためにこのフォーラムで紹介された優良

事例を是非とも参考にしてほしい。」と挨拶がありました。

　続いて荒木副知事より、「この活動は様々な効果をもたらしている。幅広

い世代との交流が生まれ、そこから地域コミュニティが発生していることは

素晴らしい。」と活動に対して、感謝の言葉がありました。

　次に来賓挨拶として宮崎農林水産大臣政務官より、「国政において地域の

農地・水を守り、更なる発展のために尽力していく。」と力強い言葉があり

ました。

　その後「みどり豊かなふるさと大賞」の授与式が行われ、令和 2 年度、

特に優れた取組を実施した活動組織に賞状と記念品が贈呈され、本県の第三

者委員会である「豊かなふるさとづくり推進委員会」の星野委員長より「コ

ロナ禍で活動が難しい状況であるが、受賞地区は創意工夫し、困難な状況を

跳ね返す力を見事に示した。」と称える講評があり、今後の活躍に期待を寄

せられました。

【と　き】

令和 3年 11 月 30 日（火）

【ところ】

神戸新聞「松方ホール」

第１4 回ひょうご第１4 回ひょうご

ののふるさとフォーラムふるさとフォーラム水水
みみ

土土
どど

里里
りり

知事賞　授与知事賞　授与

荒木副知事荒木副知事

西村会長西村会長

星野委員長星野委員長

宮崎政務官宮崎政務官
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「ひろげよう、交流の輪」をテーマに、地

域づくり専門家の合同会社 人・まち・住まい研

究所 代表社員 浅見雅之 氏による講演が 行わ

れ、スライドを 400 枚も活用

したテンポ良い軽妙な語り

口で、参加者の興味を引き

付けていました。

　知事賞を受賞した洲本市の三野畑農地水環境保全

隊の原田氏より、「元気で魅力のあるふるさと」を

次の世代にバトンタッチ出来るよう、ほ場整備など

ハード面の強化やコミュニケーションを大切にした

世代交流などソフト面の強化を積極的に取り組んで

きたことをご紹介いただきました。

　人・農地プランの実施や就農研

修生の受け入れも積極的に                               

行うことで、集落の活性化に繋

がっている様子も発表されまし

た。

　ロビーにて県下の優良事例や特色

ある活動の紹介、草刈り対策や水田・

ため池貯留等のパネル展示や、各種

パンフレットの設置等、多くの人々

が興味津々に見ていました。

浅見氏浅見氏

パンフレット展示パンフレット展示

人口減少社会・コロナ禍を越えて、地域が長続きする秘訣！

原田氏原田氏

パネル展示パネル展示
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上下関係や世代の壁を越えた交流活動を行っており、
有機農業や就農研修生の受け入れなど、未来を見据え
た農業経営に取り組んでいます。このような将来性を
感じさせる、活力ある地域づくりが特に評価され、知
事賞を受賞しました。
　取材当日は、三野畑地区を巡りながら、鮎原米や　
極味たまねぎ、淡路島いちじくなどの淡路の温暖な気
候を生かした様々な特産品や生産者が紹介されました。

　その他にも三野畑地区で
は農用地周りの草刈りを含
めた里山整備、あるこう会
など世代間交流の場を設け
ており、若い世代と共に活
力ある地域づくりを進めて
います。

取材日：令和 3年 9 月 25 日

　また地元福祉施設との連携に
より生産される、特産品のもち
麦を加工したポン菓子「もちむ
ぎポンッ！」やひょうご安心ブ
ランドの認証を受けた特別栽培
米も紹介されました。

取材日：令和 3年 9 月 30 日

　地域内の福祉施設と連携した特産品の 6 次産業化や植栽
の管理などの農福連携に積極的に取り組んでいます。また
担い手の営農組合を中心に学校との農業体験やヘアリー
ベッチを作付けした水稲栽培も行っており、こうした新た
な取り組みや環境創造型農業の推進が評価され、委員長賞
を受賞しました。
　取材当日は、芋ほり体験が行われ、地域の小学校から 2
年生と 3 年生の合わせて約 130 名が参加し、盛況に開催さ
れました。

三野畑農地水環境保全隊 （洲本市五色町鮎原三野畑）

み　の　ば　た

高橋区環境保全隊 （神崎郡福崎町高橋）

た　か　は　し

　本年度の『みどり豊かなふるさと大賞』受賞地区の取組がサンテレビ番組「あんてなサン」で紹介され

ました。放送に先立ち、受賞地区各地で番組の取材が行われた際に、協議会も同行し独自取材を行いました。

　サンテレビ「あんてなサン」のホームページ先は下記 URL 先になります。

見逃した方は https://sun-tv.co.jp/antena-sun/oa_movie
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　美しい里山景観を地域の財産としてとらえ、「協
働と交流」をスローガンに収穫体験や里山づくりな
どの都市住民も参加できる交流イベントを、地域内
の多様な活動団体と連携し開催しており、活力ある
地域づくりを行っています。こうした農村環境づく
りが評価され、委員長賞を受賞しました。
　取材当日は、ため池のかいぼりによる生き物調査
や支障木の伐採が行われ、施設周りの環境整備を実
施しました。

取材日：

令和 3年１０月 24 日

　岩津ねぎの栽培が盛んな地域で、女性や新規就農者
が活躍しています。地域ぐるみでの共同活動や景観形
成、話し合いに取組んでいます。また、女性・新規就
農者の受け入れ拡大により、地域一体で農地保全・有
効活用に努めています。このような将来性のある活動
が評価され、委員長賞を受賞しました。
　取材当日も女性農業者による朝来市特産の岩津ねぎ
の収穫作業や箱詰め作業が行われました。

取材日：令和 3年１1月１8日

　また都市部の親子連れが丹波
名産の黒枝豆の収穫、調理体験
を実施し、都市農村交流が図ら
れました。

下三井庄地区農地 ・水 ・環境保全向上活動の会（丹波市春日町下三井庄）

し も み の し ょ う

市御堂農地 ・水 ・ 環境保全会（朝来市和田山町市御堂）
い　ち　み　ど　う

　また白根から青葉まで
食べられる岩津ねぎの特
徴を生かし、６次産業の
一環として地元企業と共
同開発している数々の加
工品が紹介されました。
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　今年は「地域の世代間交流促進による後継者

やリーダーの育成方法」「効率的な鳥獣害対策」

をテーマに、後継者の育て方や獣害防除対策等

について啓発し、県内５会場で約 1600 名の方

に参加いただきました。尚、新型コロナウイル

ス感染防止対策のため、収容人数の半分以下に

制限し、消毒の徹底のもと開催しました。

　ここでは、研修内容を抜粋してご紹介します。

【豊岡会場】　　豊岡市民会館

令和３年１２月　６日（月）　

【三田会場】　　三田市総合文化センター

令和３年１２月２１日（火）　

【三木会場】　　三木市文化会館

令和４年　１月１７日（月）　

【洲本会場】　　洲本市文化体育館

令和４年　１月２1日（金）　

【たつの会場】　赤とんぼ文化ホール

令和４年　１月２５日（火）　

（参加323名）

（参加238名）

（参加458名）

（参加192名）

（参加350名）

　後継者の育成について、高齢化が進む中で高齢化をマイナスに考えず、若者

や女性が参画しやすい地域づくりの重要性とこれからのリーダー像についての

解説がありました。

　田んぼダム加算制度が新たに創設され、取り組む場所の留意点や面的にまとまって実

施することの必要性が啓発されました。

1.　後継者の育成について【講師：合同会社 人・まち・住まい研究所】

2.　Ｒ３年度制度改定のポイント【講師：兵庫県農地整備課】

浅見氏浅見氏

地域のリーダー /後継者の育て方における重要な要素

地域でまとまって田んぼダムを実施しよう！

流出抑制

流出抑制
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　獣害被害に対する対策方法について、野生動物を田畑に呼び寄せてしまう原因や、逆に

野生動物を田畑から遠ざける手法や考え方を、野生動物の専門家である県の森林動物研究

センターより解説いただきました。

3.　獣害防除対策について 【講師：兵庫県森林動物研究センター】

野生動物にとって居心地の悪い場所とは野生動物にとって居心地の悪い場所とは

のぼり旗の配布についてのぼり旗の配布について

集落を野生動物にとって居心地

が悪くて餌が少ない場所にする

「集落を野生動物にとって居心地が悪くて
餌が少ない場所にする」ための５箇条

話し合いはできていますか？話し合いはできていますか？

研修資料は、当協議会のホームページよりダウンロード

していただけます。下記 URL や左記の QRコードぜひご

活用ください。

https://hyogo-nouchimizu.com/information/
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R4 年度版事務支援システムの変更点R4 年度版事務支援システムの変更点

　R3 年度版では修正画面を開くと時間のみが

デフォルトに戻ってしまう不具合がありまし

たが、R4 年度版ではこの不具合を修正し、制

度改正に対応したものを配信します。

※配信時期は 2022 年 5 月末を目途に予定して

おりますが、使用に関しては市町担当者へお問

合せ下さい。

　早いものでもう年度末となりました。今年度も新型コロナウイルスの影響で思うような活動が

出来ない組織の方々もおられたかと思います。そんな中で今号に掲載している研修内容や優良地

区に選ばれた組織の取組み等が皆様の活動の一助となれば幸いです。「ひょうご農地・水ニュース」

ではこれからも様々な情報を発信していきますので、是非とも日々の活動にご活用ください。

編集後記編集後記

協議会公式ＬＩＮＥについて協議会公式ＬＩＮＥについて

　兵庫県多面的機能発揮推進協議

の公式ＬＩＮＥを新設しましたの

で、登録追加をお願いします。

　友達追加することで、新しい情

報をリアルタイムに、より便利に

受け取れるようになりますので、是非ご利用ください。

草刈りフィールド・ラボ現地研修会開催のお知らせ草刈りフィールド・ラボ現地研修会開催のお知らせ

　来年度も佐用町にて、現地研修会

を 7月頃に開催する予定です。

　リモコン式など最新の草刈機械等

を体験と併せて、草刈機の安全使用

に関する研修も実施しますので、ぜ

ひ挙ってご参加ください。

@967ylkis


